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ワイヤレススマートユーティリティネットワーク利用促進協議会 

設立趣意書 

 

１．設立目的 

 

YRP 研究開発推進協会は、電波・情報通信技術の発展に貢献するため、横須賀

リサーチパーク（YRP）における研究開発活動の企画・推進を行うとともに、電波・

情報通信技術の分野における国際連携の推進を行ってきた。 

YRP は設立時から、携帯電話システム、ITS、ミリ波等電波・無線通信技術を中

心とする ICT 分野の研究開発に先導的な役割を果たしてきたが、技術、サービス動

向を踏まえ、第 4 期 5 ヶ年ビジョンでは、無線通信、光通信、ビッグデータを基軸

とした研究開発分野の拡大、ニーズ・サービス志向の開発に取り組んでいる。 

この度、独立行政法人情報通信研究機構（NICT）では、スマートメータに適し

たワイヤレススマートユーティリティネットワーク（Wi-SUN）技術の開発、標準

化、規格認証団体の設立等に主導的に取り組み、更に、この技術を活用し、農業、

電力生業、防災、交通管制等の分野における実証テストベッドを構築した。 

この、YRP を発生の地とする新技術は、電力の家庭内システムに採用されるな

ど普及が見込まれており、更に広範な分野での利用が期待されている。 

そこで、テストベッドの円滑な利用と拡大、アプリケーションの拡大とビジネス

モデルの構築、ベンチャーや中小企業等の円滑な利用支援、国際的な展開支援等を

通じ、この技術の利用を促進し、我が国の ICT 産業の強化と国際的な研究開発連携

及びソーシャル ICT の推進を図ることを目的として、ワイヤレススマートユーティ

リティネットワーク利用促進協議会を設立するものとする。 

 

 

２．設立時期 

 

   2014 年 5 月 9 日(金) 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

３．発起人 

 

発起人代表 独立行政法人情報通信研究機構 理事 富田 二三彦 

発起人   電気通信大学 産官学連携センター長・特任教授 中嶋 信生 

一般財団法人情報通信振興協会 理事長 竹田 義行 

ブロードバンドワイヤレスフォーラム 副会長 宇治 則孝 

早稲田大学理工学術院 研究院教授 久保田 誠之 

横須賀市 副市長 田神 明 

YRP 研究開発推進協会 名誉会長 羽鳥 光俊 

京都大学大学院 情報学研究科教授 原田 博司  

東京大学 先端科学技術研究センター教授 森川 博之 

 

 

４．事務局 

 

YRP 研究開発推進協会 事務局 

 

 

以上 

 


